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右
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嫌
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史
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潑
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叙
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史
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史
に
對
す

.る
*.
念

の

如

何

を

見

る「

に
足

‘
る
‘
も
の
で
あ

る
€
 
く 

ミ

A 
-

—

ラ

ー

の

才

學

^
狹
ぎ

.意
味
め
文
學
潜
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史
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史
家
は

.總
て
皆
ニ
ふ
ル
の
批
判

® 

に
む
て
免
度
上
の
觀
策
を
軍
大
視
す
る
研
究
法
に
從
は
ざ
る
は
な
，し，獨
逸
に
於
て
は

p s
a
n
­

er 

は 

ド
リ
 

ア
ン
民
族
及
へ
レ

-
ド

I

 

ル
の
；方
式
を
輝
用
し
、Ba

e
c
k
h

は

31
典
の
公
經
齋
を
著
作
す
る
に
於
て
彼
の

w'
^8
法
に

^

ヅ、希
臘
史
の
大

«'
€
し
て
今
現

{:
生 

.

.

.
存
す

6.
0
1
1
*
&
5

は
彼
に
负
ふ
所
多
大
な
：る
こ
と
を
公
言
し
て
居
る
の
で
あ
る
、而
し
て
古
令
の 

r
‘ー
フ
ユ
ル
歷

•史
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熱
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史
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史

，.

で
あ
る
、此

の

書

は

余

が

古

代

史
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憤
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史
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叫
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あ
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史
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藉
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は
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史
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を
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叙
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；芷
確
で
あ

0
た
爲
め
で

^

る
，
故
に 

ァ
タ

•ム：ス
の
言
へ
る
如
く
彼
が
本
書
中

.の
意
見
は
宗
敎
改
革
時
代
の
亭
を

.論
ず
る
ァ
ラ
ユ
ル
，
 

學

^

が
*
大
の
尊
敬
を
以
て
引
證
し
た
ー
る
所
以
で
あ
る
。
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；
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史
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史
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；し
て
、隱
に
ラ
ン
ヶ
筇
一
派
に
向
つ
て
赤
旗
を
建
つ
る
者
な
ぎ
に
あ
ら
ず
、夫
の
有
名 

.^
;

る
羅

M

史
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叙
述
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史
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膠
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tne

vlarev, to 

m
a
k
e

 

symbols 

of ideal 

は 
&
^
ぼ
 

business is with 

spiiit 

m
o
r
e

 

t
-r
n matt­

er. 

O
r

 b
y

 m
e
a
n
s 

o
f 

ittery to 

m
a
k
e

 

spirit speak with 

spirit, according to the unta

月ht 

s
d 

unteachabie

.̂ 

. 

. 

I 
_ 

• 

.

ノ
 

r
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. 

: 

, 

,
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f
t 
w
hBf
h it 
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ビ
云
ひ
、叉
進
ん
で

 

A

w'o-called; history, 

w
h
i
c
h

 
is 

not 

the 

■V
i
 

o
f a 

p

'oople, 

o
r
 

a 

portion 

t 
ゴ ereof, 

is 

noi:Mn

rQbut 

a

 

d
e
a
,
d
n
o
m
e
s

'olat:ure 

of 

d
e
a
d

 
particulars,

w
h
e
r
e
o
f

 r.oiife 

can 

c
o
m
e
.

 

(
I
b
i
d
)

せ
云
つ

.て
ゃ
居
る
の

.
«.
、跟
し
き
觀
察
で
あ
る

'.
ビ
云
は
ね
ば

.な

.ら

-

a* 

.

.

.

. 

•
. 

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

-

-
. 

.
‘

ぬ

.'
體
歷
史
家
が

»
.史
を
述

.作
ず

.る
に
：
»

觅
、議
論
、批
酬
若
く
は
斷
定
ヒ
ー
切
除

.外
す
る

Z
ビ
 

.

は
•如
，何
に
しV

も
不
贫
I

 

の
へ
云
へ
る
如
く
歷
史
的
.の
|

|

か
し
て 

.
 

使
用
し
て
、眞
の

.

.»

史
€

組
立
っ
る
に
は
、常
に
自

.己
の
判
斷
カ
を
以
て
.其
の
事
實

0
'
眞
僞
€
價 

:

値

V
J

を

»
別
•し
'つ
' 
つ：進
ま

ざ
る
；可
ら
ざ
る

の

で
あ
る
、マ
力

ラ
ブ
又

.

H

ぐ

)Tfs 

a
‘

lying 

G
e
s

 

I 
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B 

p
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O
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w
o
^
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5
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o
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L
e
t

 

t
h
e
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n
d
-
t
h
e
y

 

w
o
u
l
d

 

c
h
o
k
e

 

a'p
d o

u
^
r
o
w

 

utterly; t
h
e

.
 f

l
o
w
e
r
s
.

w
u
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t
h
e
y

p
r
e
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: 

, 

. 

' 
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. 
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;
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.̂in'g,:and 

w
hn>
'
n
-
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o
u
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o
:
w
e
e
d
i
'
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h
a
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y
o
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n
o
w
h
o
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t
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M
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h
e
a
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u
n
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.
n
g
l
;
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h
a
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o
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d
Q
b
u
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)

街
意
，無
意
に
虛
言
，を
以
で
充
た
さ
れ
た
る
古
今
の
事
實
に

s
し
'意
見
な
く
議
論
な
く

■-
:
批
刺
な
く
又
斷
定
な
く
ん
ば
域
史
家
：は
如
何
に
し
て
史
料
，を
取
扱
ふ

.ぺ
5
か、ン
ン
な
事
が
可

「
：

,

•
俾
_で
ぁ
る

.か
な
い
か

.，は

2

尺
の
童
子
せ
雖
本
猶
能
く
.了
解
す

■. 

. 

- 

.

. 

.

' 

.
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パ

論

說
.

歷

史

基：

史

衆 

第
J

 

t

.
四

.

.

.云
'へ
る
如
く
典
の
著
作

(

羅
馬
史

)

に
於
て

.は
m

に
有
ぅ
の
儘
に
事

«

の
叙
述
を
勉
め
た
る
も
、
ソ 

レ.
.で

も

猶

屢

ふ

B

f
 

s
s
i
i

を
用
ひ

^

;
へ
ば
羅
馬
人
が

「

€
良
|

ゅ
を
れ
減
し
た
る
事
實
に

1!
y 

て
は

「

羅
馬
人
の
此
の
行
爲
は
泄
界
古
今
の
膝
史
上
最
も
耻
辱

衣

る

且

殘

忍

な

る

不

_

下
一
止
の 

行
爲
で
あ
る

」

ミ
し
て

.

に
忐
，を
故
擊
し
、其
他

P

1

0.®
爭
後
に
於
け

•る
.
大
紛

0
を
記
述
し
た
る 

>
0に
於̂
て
：は

「

希
.臘
，人
が

(
自

^

^

用
し
て
他

H

A
の
«

利
を
縣

»

し
て
居
っ

_た
事

」

を 

颍
利
な
る
犖
鲦
お
挪

0

T
痛
く
排
擊
し
居
る
ぼ
め
ら
中
や
、

I
h
n
e

す
ら
偫
然

，
^
 二
ー

ブ

^
の
流 

.を
吸
め
る
大
‘歷
史
家
の
著
作
例
，
へ

ば

日

3

3

Sの
羅
坶
史

C
I
U
S

の
希
臘
史

1

^

|
の
米

® 

史
等
皆
最
も
痛
切
な

る

S

I

3,を
用
ひ
又
も
大
赡

な

，
る

u
i
s
c
l
g
を
.
.加
へ
て

.罟
る
こ
ど
ょ

# 

界
间
知
の
事
實
で
あ

C
\

て
、殊
に
モ
ム
:'
ゼ.ン
の
羅
馬
史
め
如
き
は
我
々
經
濟
史
を
研
究
す
る
智 

た

，
坐

右

缺

く

可

ら

ざ

；
る

;'f

大
要

*

で
あ
る
が
、本
書
は

#

篇
殆
ん

ビ

全
く
獨
立
の
大
論
文
に
外 

な
&•
さ
る
こ
と
は
、何
人
も
寧
む
る

■所
で
ぁ
り
て
、此
の
事
は
今
页
ら
余
の
辯
を
待
た
ざ
る
所
で 

あ
る
、
1

ふ
に
西
洋

.に
：て
，も

.束
洋
：に
て
も
调
史
ビ

 

一.

K
.

ふ
.名
稱
に
値

a
t -
る
歷
史
は
、其
の
著
者
の 

:

意
見
議
論
批
气
斷
定
等
を
一
切

.拔
き
に
し
て
孽
純
に

.事

.實
の
叙

.述

の

み

で

成

立

し

て

-®
る
も 

の
は
恐
ら
く
は
二
つ
|
も

^

い
だ
ら
ぅ
ど
.信
ず
る
の
‘で
.あ
ゐ
、康
洋
古
代
の
歷
史
な
る
も
の
.は
玆

l
i
l
l
l
i
i
i
l
i
i
i
l
i
i
f
e
l
p
l
l
l
i
l
i
i
l
i
l
i
l
l
l
i
i
l
l
f
l
r
^
^
.
l
f
e
l
l

に
引
辭

:t
る
に
足
ら
ざ
る
も
、支

.那
に
於
け
，
观

0
0
0
の
模
範
は
史
記
で
あ
つ
て
我
が
日
本 

に
於
ゆ
る
ぼ
史
の
模
範
は
大
日
本
史
で

^

る、面
か
も
此
等
の
靡
史
に
は
皆
論
*
な
る
も
の
あ 

り
て
：其

の

構

成

の」

部
分
ミ
.な
つ
て
居
べ
る
の
で
あ
る
、例
の
賴
山
陽
_の
日
本
外
史
も
亦
«
篇

r

外 

史
设

.B」

の
議
論
あ
つ
て
相
當
に
内
轾
の
分

'量
を
占
め
て
居
る

.
こ
/ミ
は
云

.ふ
贫
で
も
な
い
事
：で 

あ
る
、之
を

®

ず
る
に

.

.歷
圯
に
藉

.濟
の
意
見
あ

:>
議
論
あ
り
哄
判
あ
ゲ
又
斷
定
あ
る
は

‘其
，の
之

.
 

れ
I

が
爲
め

#

®
史

0
龠

#

を
傷
け

S

本
色
を
失
す
る
に

.
t

 

i

謂
意
見
、議
論
、批
判
、
 

斷
定

.が

®

史
上
の
事
實
に

®

か
ず
し
て
、正
確
を
缺
き
、公
带
を
失

I
,著
翁
が

.取
扱

a

つ
.つ
あ
る 

史
實
の
倉
魏
を
诋
赏
に
說
明
す
る
に

•足
ら
ざ
る
駄
說
贊
論
■を
臚
判
ヰ

る

の
が
歷
史
家
の
最
も 

忌
難
す
る
所
で
あ
る

-
モ
.
A
ゼ
ン
等
の
如
き
眼
を
以
沈
社

‘會
の
根
柢
に
透
徹
.し
た
る
意
見
で
あ 

ら
ば
其
の
議
論
の
多
き
を
病
^
ざ
る

の

み

^
ら
ず
、却
て
そ
の
少

く

な
^

を
遺
诚
と
す
る
位
で

.
 

あ
る
、著
.者

の

o
d
t
i
c
i
s
m

の
多
く

> Di
s
c
u
s
s
i
o
n
s

の
多

•き
は
，史
論
で
あ
つ
て
、其
の
少
な
き
が
歷
史
で 

あ
る
ビ
：云
ば
ば
、ソ
レ
は
程
度
の
論
で
あ

.つ
て
、歷
史
ビ

'史
論
は
叙
述
，

-
議
：論
€
の
割
合
を
標
準 

と
し
て

W-
斷
的
に
之
を
決
定
す
る
の
外
な
か
る
ベ
：き
も
、其

'の
.貴
歴
史
.の
外
に
史
論
な
く
、史
論 

の：外
に
歷
史
は
な

^
の
で
あ
る
、例
へ
ば
福
田
擰

±
.
©.日

^
.經
'濟
，史

#

は
史
：論
の
名
あ
つ
て
も
、

,
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論

說

歷
'史

ミ

歷

史

家

m
g
號

しへ 

す
丨
立

r

な
る
日
本
經

;^
史
で

.あ
る
、多
く
の

.ph.ilosoph

o-al 

d
i
s
i
s
i
q
n
s
:

を
用

^

左
る
^

电
で
あ 

,
る
、議

論

P

IE
否
^

•
の「

:«
偽
：は

姑

ら
く

措

き
、炅

其

の

内

容

の
分

最

如

何

は

別

問

题

と

な

L

、jf
e 

に
角
観

■ 
く
し
て
，0

»
史
構
成
^

や

於

て

は

福

出

魄

士

の

史

論

は
«

^

モ
ム
ゼ
ン
の
羅
馬 

史
の
構
成
味
に

.輝
し
、錄
，者
を
.龜
翁
に
歴
史
と
运

a
得

.ベ
く
ん
ば
減
#
も
亦
一
個
の
歴
上
で
あ 

、る
忙
相
尨
な
い
の
：

で
あ

^
、著
瀟
の
、

任
.意
に
命
じ

b

♦
名
.稱
に
拘
泥
し
て
、歷
史
で

あ
る
か
な

ゾ 

:

か
を

判

斷
せ
ん

ど
す

る
ネ
女
虎
は
女
で
あ
名

ハ桃
太

.郞

は
男
で

あ
る
ビ
皁
合
點
す
る
の

頃
で

あ 

?
て
ソ
レ
コ
ソ
危
險
の

'斷

®
で
あ
る
ヒ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

0

ン

!

■
然
れ
ど
も
<最
近

:̂
:至
^

十
八
九
世
紀

^

ヵ

«-
や
 ̂

っ
奴
っ
た
個
性
の
：主 

舰
的
玲
保

(
s
u
f

 i
v
e
p
e
l
o
n
.

 of the 

individual)

が
'其

の
統
一
的
調
命
の
意
眯
で

な
く
其
の

H
. 

0

な「

る

0

>J
I

W
疑
•殊
：
の
意
味
に
於
て
、

1

般

の
0

代
ff
i

想
ど
な
&
、

現

代
の
集
合
的
文
化

(conect

T* 

ve 

rultuie)

は
全
く

#

-f
t

の

協

同

動

作

の

上

に

存
.«
す

る

事

々

認

め

ら

れ

、
所

謂

3
&

j

&<'
穿

の

M 

想

が

今

日

の

特

徵

在

しV

，現
地
れ
た
へ
る
必
然
の
結
果
、歷

史

み

見

方

は

ラ

ン

ヶ

時

代

ょ

6

は

 ̂

ら

I

1

步

を

iL
め

て

#
,度

の

外

形

に

重

^

を

®

く

ょ

ぅ

も

前

に

旣

に

*

ベ

た

る

如

ぐ

co
o
a
?
^
l

 

l

o

t

 

0

研

M

に

依

て

M
a

s
s

-
P

s
y

c
h

e

 

'の

現

象

を

锨

底

的

に

說

明

す

る

を

以

て

歷

史

ク

长

分

と
す 

5
t*
:
3!
o
f2
0

1?
$

3
、
s
o
c
i
o
.
^
^
 ̂

s
c
h
o
o
l
0
e
^
K
a
r
l
;
L
S
L
m
p
r
e
c
h
t

 
は s

o
d
e
m
e

 

Ges- 

c
h
x
h
t
s
w
l
n
s
c
h
a
f
t

な
る
小
冊
子(

第|

章)

に
於
て
；近

世

®

史
家
，の
立
場
を
：明
に
し『
歷
史
家
の
仕
事 

は
所
謂

M
想
の
歷
史
；

_

學
：說

(

史
論

)

の
.發
達
が
始
ま

•る
所
の
點
に
開
始
せ
ら
：る
る
の
で
あ
る

」

ビ
 

云
ふ
こ
と
を
高
調
じ
、是
れ
迄
應
史
家
が
事
實
の
叙
述
と
云
つ
て
窜

.に
其
の
叙
*
の
み
を
檫
語 

/
レ

ff
レ

た
る
ゆ
最

_早

時

代

後

れ

で

，
あ
：

c
viT
:、今
や
自
然
科
學
、上
の
批
剑
に

.依
づ
て
得
た
る
莫
”大
 

の
傅
說
的
：論
瞪
な
ど
を

®
史
，構
成

0
材
料
ビ
し
で
、大
に
之
を
利
用
す
る
の
必
耍
あ
る
が
"ノレ 

;;
.■に

は

.霖
‘傅
な
る
學

@

あ
つ

;て
、而
か
も
、建
設
的
な
る
精
神
の
.指
導
に

#

左

T
Cる
可
ら
ざ
る
•
を 

論
'
6、或
は
時
ビ
し
て
は
之
が
爲
め
に

,

像
力
の
援
助

3

へ
も
必
耍

W

す
る
こ
と
あ
る
べ
き
を 

由
張
し
て
居
る
の
で
あ
る
、金
は
前
に
述
ベ
た
る
如
く
ラ
ン
レ
ヒ
ト
が
騷
史
ば
應

ff
l

&

1學
で 

あ
る
ビ
云

广
る

0
點
ば

必

す

し
.も

^

定
す
る
こ
ど
能
は
ざ
る
も
、歷
史
の
真
の

.說
明
を
®
す
の 

萍
引
ビ
し
て
應
调
心

.理
學
は
勿
論
の

.こ

S
、學
理
的
心
理
學
の

'力
.を
，
.も
藉
£
ざ
る
可
ら
ざ
る
ば 

ぃ
S

ふ
迄
も
な
さ
乙

^r

で

あ

る

、
：

F. 

W
.

 

Maitland.

日
く
將
來
大
摩
史
家
が
現
出
す
る

 

< せ
ば
其
の 

.人
ゆ
恐
ら

く
’.は
古
典
學
ヘ
に
つ
詳
し
ハ
く
數

,

に
精

M
し

、*

て
又
大
に

.心
理
學
及
生
；理
學
を
研
究
し

.
 

た
る
人
冷
中
ょ

b

起
る
で
あ
ら

5

と

(collected 

papers' V
O
L

 p
” 4

1
6
.)

此
の
言
亦
少
し
く

®

激」

卜 
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範
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狀
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を
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史
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